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Ⅲ章 石鎚山系におけるシカ食害の拡大過程と対策

終章 森と人との関わりの変遷の中で －過去・現在・未来



左に示すシンポジウムは、三嶺の森をまもるみん
なの会が編集・発行した「危機に立つ四国山地の
自然―シカ食害の進行の中でー」の第Ⅲ章と終章
第２節の筆者が演者を務めた。

今回の広域協議会の報告は、左のシンポジウムの
報告のうち３の比嘉基紀氏を主に、一部Ⅲ章第１
節を執筆した押岡茂紀氏の四国山地全体の概要解
説をもとにして行った。
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押岡茂紀氏作成

剣山系における



石鎚山系周辺で実施されている調査項目
（気候変動適応中国四国広域協議会 2024）

比嘉基紀氏作成



メスジカの確認状況の変遷
2015年

出典 石鎚山系における生物多様性保全計画（ニホンジカ対策）（2023年3月 高知県）より

押岡茂紀氏作成

2017年

2020年 ●:オス・メスの撮影あり
●:メスの撮影あり（オスは未確認）
●:オスの撮影あり（メスは未確認）
●:シカの撮影あり（性別不明）
○:シカの撮影なし

2015年 4地点/20地点 20%
2017年 31地点/50地点 62%
2020年 52地点/68地点 76%



石鎚山系周辺の植生衰
退度とニホンジカの撮
影地点

（気候変動適応
中国四国広域協議会
2024）

比嘉基紀氏作成



2014年9月

三嶺の森をまもるみんなの会 門脇義一 提供

2024年7月

石鎚山系におけるシカの被害 東部の被害状況

ちち山南斜面

比嘉基紀氏作成



笹ヶ峰シコクシラベ

三嶺の森をまもるみんなの会 門脇義一 提供

2024年7月（ラス巻きされていないところが新しい食害）2023年11月

比嘉基紀氏作成



笹ヶ峰南斜面 林床のイブキザサ群落

三嶺の森をまもるみんなの会 門脇義一 提供

2014年9月（10年前） 2024年7月

比嘉基紀氏作成



寒風山トンネル登山口から桑瀬峠への登り

三嶺の森をまもるみんなの会 門脇義一 提供

2014年10月 2024年7月（ササが衰退）

比嘉基紀氏作成



三嶺の森をまもるみんなの会
門脇義一 提供

比嘉基紀氏作成



2013年8月 2024年11月
筒上山北面のブナ林

比嘉基紀氏作成



石鎚山系周辺の植生衰
退度とニホンジカの撮
影地点

（気候変動適応
中国四国広域協議会
2024）

比嘉基紀氏作成



ニホンジカの食害は衛星画像でも確認できる

比嘉基紀氏作成



2024年4月26日撮影

笹ケ峰

比嘉基紀氏作成

笹ケ峰周辺のササ原に見られるシカ道を調査



比嘉基紀氏作成

赤線が確認されたシカ道



2024年4月26日撮影

伊予富士

比嘉基紀氏作成

下の写真は左の写真の赤丸の部分を拡大したもの
多くのシカ道が確認され、茶色に変色したササ原
が広がっていた



2024年4月26日撮影

自念子の頭

比嘉基紀氏作成



2015年10月20日

2018年4月18日

2024年4月26日

比嘉基紀氏作成

前ページの赤丸内の経年変化
シカ食害は2015年にはほとんど見られなかったが、2017
年にはシカ道と茶色に変色した部分が出現し、2024年に
は多数の円形の裸地が確認された



登山口周辺

山頂に向かう登山道

山頂からの眺め
←高知県側 愛媛県側→

自動車道（UFOライン）に近い赤丸のパッチの外では、
シカ害はほとんど確認されなかった

比嘉基紀氏作成



パッチ内部

裸地が拡大

ササの稈先端の食害が目立ち、植被率が低下

パッチ周辺

不嗜好植物のシ
コクブシが群落
を形成

リョウブの剝皮
害が進行

比嘉基紀氏作成



石鎚山系周辺における
ニホンジカの侵入経路

（気候変動適応
中国四国広域協議会
2024）

比嘉基紀氏作成



シカの被害が確認されてから
約10年程度で被害が深刻化

約10年

ニホンジカの生息年数
と植生被害度の関係

植生被害度レベル
なし
軽 注意すれば食痕などの影響や

被害が認められる
中 食痕などの影響が目につく
強 草本・低木が著しく減少
激 群落構造の崩壊や土壌流亡など

比嘉基紀氏作成



石鎚山系の保全に向けて
石鎚山系を剣山系のような状況にはしない

•ニホンジカの分布拡大・個体数増加を抑える
→ 密度が低い状態でも捕獲を継続する体制を維持

•保護上重要な植生の保護
→ 植生保護柵の設置体制構築

•一般市民への普及

•住民―行政―その他関係機関の連携
（三嶺の森をまもるみんなの会のような組織の構築）

比嘉基紀氏作成



一般市民への普及
UFOライン 山の案内所ワークショップ 令和6年1回

ニホンジカに食べられる山々 石鎚山系の保全に向けて
9月7日 山荘しらさ3階多目的ホール

比嘉基紀氏作成



一般市民への普及
いの町による三嶺みやびの丘視察 2024年10月22日

比嘉基紀氏作成



ニホンジカの分布拡大・個体数増加を抑える
→ 密度が低い状態でも捕獲を継続する体制を維持

赤谷プロジェクトのニホンジカ被害の「未然防止型対策」

関東森林管理局
日本自然保護協会
群馬県林業試験場

ニホンジカ林業被害防止技術マニュアル（広島県）
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/537500.pdf

https://www.rinya.maff.go.jp/j/g
youmu/gijutu/kenkyu_happyo/a
ttach/pdf/R1_happyo-96.pdf 比嘉基紀氏作成



⾧野県小諸市の事例
野生鳥獣対策実施隊
野生鳥獣専門員と捕獲従事者（特別職非常勤公務員）

野生鳥獣商品化事業

南ほか (2021) ⾧野県小諸市の野生動物マネジメントシステムと大学
との協働. 野生生物と社会 9:15-24

比嘉基紀氏作成



⾧野県小諸市の事例
野生鳥獣対策実施隊

猟友会会員の減少により捕獲圧が低下
委託事業の継続が困難に

2010年 専門的職員の雇用と被害対策チーム結成が決定
2011年 野生鳥獣管理の専門性をもつ職員1名雇用

狩猟免許を有する農林課職員を中心に
「鳥獣被害対策実施隊」編成

2015年 市直轄の「野生鳥獣対策実施隊」が再編成

捕獲部の捕獲従事者 特別職非常勤公務員（委嘱）
狩猟免許を持つ者（多くは猟友会員）
捕獲報酬の増加 → 捕獲意欲向上，保証充実

研究部 生息密度調査 → 効率的捕獲

捕獲頭数が約3倍 比嘉基紀氏作成



石鎚山系の保全に向けて
石鎚山系を剣山系のような状況にはしない

•ニホンジカの分布拡大・個体数増加を抑える
→ 密度が低い状態でも捕獲を継続する体制を維持

•保護上重要な植生の保護
→ 植生保護柵の設置体制構築

•一般市民への普及

•住民―行政―その他関係機関の連携
（三嶺の森をまもるみんなの会のような組織の構築）

比嘉基紀氏作成


